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西原町 総務部 企画財政課 

【調査協力】 琉球大学 工学部 小野研究室 
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 老朽化が進む中央公民館の再整備を検討するに当たり、再整備後の施設コンセプトや備え

るべき設備・機能等を整理していくため、町民のみなさまから広くアイディアやご意見を伺うことを

目的として、「新たな中央公民館を考えるゆんたく会」と題した町民ワークショップを開催しました。 

第１回 

・中央公民館再整備に向けた検討状況の説明 

・町民アンケートで把握したテーマ「健康」「交流」「学び」を踏まえ公民館の現状と将来像を整理 

・新たな施設で「どのような活動がしたいか」自由に意見を出し合う(KJ法) 

令和4年10月21日(金) 

 19時00分～21時00分 

第２回 

・第1回ゆんたく会の振り返り 

・健康・交流・学びに関する地域施設状況(琉球大学工学部報告) 

・第1回意見を踏まえ、新たな施設に「どのような設備・機能が必要か」自由に意見を出し合う(KJ法) 

令和4年11月18日(金) 

 19時00分～21時00分 

回数 内容・目標 日時 

第３回 

・第1回、第2回ゆんたく会の振り返り及び各意見を踏まえた「施設配置イメージ(案)」の説明 

・施設配置イメージ(案)に対して自由に意見を出し合う(ワールドカフェ方式) 

・テーマごとの意見を総括し、町民が求める施設像(空間・設備・機能等)のキーワードを整理 

令和4年12月9日(金) 

 19時00分～21時00分 

 「新たな中央公民館を考えるゆんたく会」の目的 
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現状 
（西原町中央公民館） 

将来像 
（新たな交流や賑わいの拠点） 

現状から将来像に向かう間を「埋めるもの」が 

どのような活動をしたいか 

どのような設備・機能が必要かというアイディア 

 ゆんたく会の目標イメージ 

このアイディアを把握することが目標 
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令和4年10月21日(金) 19時00分～21時00分 日時 

いいあんべー家 ホール 会場 

・中央公民館再整備に向けた検討状況の説明 

・町民アンケートで把握したテーマ「健康」「交流」「学び」を踏まえ公民館の現状と将来像を整理 

・新たな施設で「どのような活動がしたいか」自由に意見を出し合う(KJ法) 

目標 

・子ども向けの取組が不足 

・情報が少ない 

・利用しづらい 

・子育て世代向けの教室 

・こどもたちの遊び場(プレーパーク) 

・24時間フィットネス(トレーニング、ヨガスタジオ) 

・温水プール 

・巡回バスが欲しい 

・全世代が使える場所 

・SNSの活用による情報発信 

成果 
(主な意見を抜粋) 

  第１回ゆんたく会の概要 

24名 参加 

健康 交流 学び 

・サークルメンバーの固定化(若い人が少ない) 

・使われていない部屋がある 

・カフェやWi-Fiなどがなく不便 

・福祉と教育の拠点施設 

・カフェやコンビニ 

・明るく開放的な空間になってほしい 

・高齢、障がい、児童などの相談拠点 

・時代に合った多様な講座 

・巡回バスが欲しい 

・積極的な情報発信 

・勉強できる個室がない 

・そもそも利用できるのか分からない 

・個室、テレワーク、コワーキングスペース 

・いつでもだれでも利用できる施設 

・自然に気軽に立ち寄れる空間づくり 

・地域の歴史文化を学び合える 

・世代間交流 

・大学との連携企画や講座 

・地域の子が集まり遊べる場(プレーパーク) 

・シャトルバス 

・現在の中央公民館に対しては、様々な理由から「利用しづらい、設備が足りない」などの意見が多く見受けられた。 

・新たな施設に対しては、設備・機能の充実や運営内容の強化を図り、「だれでも自由に利用できる」イメージが多く出された。 

第１回 

まとめ 
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  第１回ゆんたく会の様子 
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  第１回ゆんたく会の様子 
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令和4年11月18日(金) 19時00分～21時00分 日時 

いいあんべー家 ホール 会場 

・第1回ゆんたく会の振り返り 

・健康・交流・学びに関する地域施設状況(琉球大学工学部報告) 

・第1回意見を踏まえ、新たな施設に「どのような設備・機能が必要か」自由に意見を出し合う(KJ法) 

目標 

・プール、サウナ、フィットネススタジオ 

・カフェ 

・子どもを見守る保護者スペース 

・福祉、健康、困り事等に関する町民窓口 

・エントランスホール 

・巡回バス 

・自習やゆんたくができるフリースペース 

・皆が健康！ヘルシースポット 

・子どもも大人も遊んで動いて学ぶ健康 

・心と体と未来を育てる公民館 

成果 
(主な意見を抜粋) 

  第２回ゆんたく会の概要 

19名 参加 

健康 交流 学び 

・民間のフィットネスジム 

・年齢制限のない施設 

・公園みたいな開放的なスペース 

・賑わいを感じられるスペース 

・学習スペース 

・コンビニ、カフェ 

・ボランティアセンター(拠点) 

・災害時の発電機能や炊き出し 

・巡回バス 

・だれでも、つながる、きっかけ 

・子どもたちの居場所 

・広場(芝、砂場、木陰、東屋など) 

・屋内外を一体的に利用できる開口部 

・カフェ(個別、テーブル) 

・飲食可能な自習スペース 

・活動の情報交換の場 

・多目的コート(屋外活動の場) 

・高い回遊性 

・活動が見える開放的な空間 

・全世代の学びたいことが学べる 

・「こども向けの機能」、「自由に利用できる空間」、「カフェ等(ゆっくり過ごせる)」など各テーマに共通する意見が確認できた。 

・プールやサウナなど地域公民館ではできない活動に加え、移動手段として巡回バスを期待する意見が出された。 

第２回 

まとめ 
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  第２回ゆんたく会の様子 
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  第２回ゆんたく会の様子 
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令和4年12月9日(金) 19時00分～21時00分 日時 

いいあんべー家 ホール 会場 

・第1回、第2回ゆんたく会の振り返り及び各意見を踏まえた「施設配置イメージ(案)」の説明 

・施設配置イメージ(案)に対して自由に意見を出し合う(ワールドカフェ方式) 

・テーマごとの意見を総括し、町民が求める施設像(空間・設備・機能等)のキーワードを整理する 

目標 

・屋内温水プール 

・サウナ、温浴施設 

・巡回バスがあるとだれでも利用しやすくなる 

・スイミングスクールバスを活用した巡回バス 

・女性向け、初心者向けのフィットネスジム 

・カフェや売店があるとジム後に利用したい 

・屋外カフェで勉強スペース 

・自由なサークル活動と交流の場 

・シンボルツリー(こどもが登って遊べる木) 

・町民活動支援の機能(支援センターなど) 

成果 
(主な意見を抜粋) 

  第３回ゆんたく会の概要 

20名 参加 

健康 交流 学び 

・コンビニは便利 

・学習塾やプールのある大きな学童のイメージ 

・カフェを通って広場に行ける 

・屋根のある広場 

・ボランティアの拠点 

・遊び場は人が集まるのがいい 

・災害用ベンチ、防災キャンプ 

・プールとフィットネスの同時運営 

・町内エネルギーの循環、ZEB化 

・公共と民間が分かれており利用しやすそう 

・工作室や展示室での活動 

・スケートボード場は世代交流ができる 

・多方向から敷地に入れるので利用しやすい 

・外と建物のつながりが見える 

・多目的スペース(親が見守れる環境) 

・回遊性を演出するアーケード 

・分棟で回遊性を高める(動線が自由) 

・ブックカフェや塾・学童などの誘致 

・個別の勉強空間を確保 

・開放的で多彩な活動ができる空間 

・プールやカフェ、自由に利用できる空間演出など、実際に自身が利用することを想定した意見が多く出された。 

・各テーマの共通点として、「自然に集う」、「自由に活動する」、「好きに学び合う」ことができる施設空間が求められている。 

第３回 

まとめ 



10 

  第３回ゆんたく会の様子 
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  第３回ゆんたく会の様子 健康グループ 



  第３回ゆんたく会の様子 交流グループ 
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  第３回ゆんたく会の様子 学びグループ 
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  第３回ゆんたく会の様子 
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 「新たな中央公民館を考えるゆんたく会」の総括 

 ゆんたく会では、「健康」、「交流」、「学び」の3つのテーマに分け、それぞれのグループや参加者

が考える 新たな施設への期待や数多くのアイディア を確認することができました。 

 把握できた意見等については、そのすべてを個別に整理するとともに、関連する各種調査の結

果も踏まえながら、全体的な視点による分析を行ったうえで、『すべての町民にとって親しみやすく、

だれもが自由に利用できる施設』 を目指せるよう、引き続き、基本計画の策定に向け取り組ん

でいきます。 

 本報告書の作成に当たり、ゆんたく会にご参加いただいた町民のみなさま、意見集約及び関連調査に

ご協力いただいた琉球大学 工学部 小野研究室のみなさまに感謝いたします。 


